
 

 

 

 

 

 

 

 新年度が始まってから数か月が経ち、子どもたちもそれぞれの生活リズムに慣れ、落ち着いて学校生活を送

っている頃かと思います。一方で、暑さも増し、疲れが出やすい時期でもありますので、体調管理に気をつけ

ながら日々を大切に過ごしていきたいと考えています。 

 さて、今回の「進路だより」では、①卒業生の進路状況や②卒業後の進路について紹介します。進路につい

て具体的に知るきっかけとして、ご家庭でも話題にしていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去 3年間の進路状況を見ると、就労継続支援 B型の利用が最も多く、本校の進路の中心となっていること

が分かります（各年度 12名・15名・12名）。また、生活介護の利用は 9名（令和５年度）から 3名（令和７

年度）へと減少しており、年度によって進路の傾向に変化が見られます。 

 一方で、企業就労や就労 A型、移行支援、自立訓練など、多様な進路が選択されており、生徒一人一人の実

態や希望に応じて進路が決定されていることが特徴です。進路は一つではなく、さまざまな選択肢の中から、

その子に合った道を見つけていくことが大切です。 

※年度によって人数は変わりますが、進路の傾向を知る参考としてご覧ください。 

 

進路だより 
令和８年７月１３日 

京都市立東総合支援学校 

進 路 指 導 担 当 

NO.2 

①卒業生はどんなところに行っているの？（過去３年分） 



 

進路には「働く」「生活する」「学ぶ」など、いくつかの方向があります。 

下の図では、卒業後の主な進路をこれらの視点で紹介しています。 

卒業後の進路には、さまざまな選択肢があります。それぞれの進路には特徴や目的があり、お子さんの実態

や希望に合わせて選ばれていきます。このページでは、主な進路について紹介していますので、ご家庭でも

「どんな進路があるのか」を話題にしてみてください。進路は一つではなく、お子さん一人一人に合った選択

があります。焦らず、少しずつ知っていくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②卒業後の進路ってどんなところがあるの？ 

- 働く進路 - 

- 生活を支える進路 - 

- 力をつける進路 - 


